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「
明
海
大
学
に
通
わ
せ
て
よ
か
っ
た
」
を
目
指
し

支
援
事
業
を
継
続
、
拡
大
へ

２
０
１
１
年
度 

評
議
員
会

　

５
月
28
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
管
理
・
研
究
棟
３
階
４
３
０
１
会
議

室
で
、
２
０
１
１
年
度
教
育
後
援
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
の
評
議
員
が
多
数
集
結
。
今
年
度
の
方
針
や
予
算
な
ど
に

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

◆
震
災
の
影
響
と

　

大
学
の
行
動

　

永
井
通
副
会
長
の
開
会
宣
言

で
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
１
年

度
教
育
後
援
会
評
議
員
会
。
安

井
利
一
学
長
の
挨
拶
で
は
主
に

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
被
災

状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

地
震
後
は
即
座
に
事
務
局
が

安
否
確
認
を
行
い
東
北
出
身
の

全
学
生
の
無
事
を
確
認
。
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
多
数
の
近
隣

住
民
が
避
難
し
そ
の
サ
ポ
ー
ト

に
追
わ
れ
る
な
か
、
被
災
し
居

住
不
可
能
と
な
っ
た
学
生
た
ち

に
対
し
て
留
学
生
用
ア
パ
ー
ト

を
臨
時
貸
与
す
る
な
ど
、
そ
の

支
援
行
事
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

体
育
会
活
動
な
ど
、
大
学
の
近

況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
教

育
後
援
会
か
ら
の
支
援
に
対
す

る
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、

震
災
で
被
災
し
た
学
生
に
対
し

て
の
対
面
・
電
話
相
談
で
の
メ

ン
タ
ル
面
の
ケ
ア
や
義
援
金
活

動
の
実
施
な
ど
、
大
学
と
し
て

の
支
援
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　

続
い
て
事
務
局
か
ら
２
０
１

０
年
度
の
事
業
報
告
案
と
決
算

案
に
対
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

地
区
教
育
懇
談
会
を
新
た
に

北
海
道
地
区
と
中
国
・
四
国
・

近
畿
地
区
の
２
カ
所
で
実
施
し

た
こ
と
、
全
31
事
業
に
対
す
る

成
果
や
決
算
が
報
告
さ
れ
、
全

員
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
。

　

こ
こ
で
新
役
員
案
が
発
表
さ

れ
、
永
井
通
新
会
長
以
下
２
０

１
１
年
度
の
執
行
部
が
決
定
し
、

１
年
生
の
保
護
者
な
ど
今
年
度

新
た
に
評
議
員
と
な
る
15
人
も

承
認
を
受
け
た
。

　

全
員
の
自
己
紹
介
の
後
、
一

旦
休
憩
。
休
憩
時
間
は
、
当
初

緊
張
し
た
面
持
ち
で
資
料
に
目

を
通
し
て
い
た
新
評
議
員
メ
ン

バ
ー
も
す
っ
か
り
な
ご
ん
だ
様

子
で
、
隣
席
同
士
、
ま
た
席
を

移
動
し
て
の
挨
拶
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
て
い
た
。

対
応
に
追
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

被
災
地
域
に
居
住
し
て
い
る

家
庭
に
対
し
て
の
授
業
料
減
免

措
置
な
ど
は
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
と
の
方
針
も
示
さ
れ
た
。

「
学
位
記
授
与
式
は
中
止
と

な
っ
た
が
、
後
日
、
先
生
方
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
門
出

を
祝
福
し
た
。
学
長
の
任
期
は

３
年
。
予
定
で
は
２
０
１
０
年

度
で
満
了
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
引
き
続
き
学
長

と
し
て
任
務
に
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。
皆
様
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
力
強
く
締

め
く
く
っ
た
。

　

 

◆
２
０
１
０
年
度

事
業
を
総
括

31
事
業
で
魅
力
あ
る

大
学
づ
く
り
を
支
援

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援

課
長
よ
り
教
職
員
が
紹

介
さ
れ
た
後
、
前
年
度

会
長
印
南
彰
雄
氏
を
議

長
に
選
出
し
、
議
事
が

始
ま
っ
た
。

　

昨
年
度
議
事
録
の
確

認
が
行
わ
れ
た
あ
と
は
、

鈴
木
学
生
支
援
課
長
か

ら
２
０
１
１
年
度
の
学

年
暦
の
説
明
、
入
学
試

験
結
果
、
海
外
留
学
・

海
外
研
修
派
遣
、
就
職

◆
２
０
１
１
年
度
の

　

事
業
計
画

　

組
織
力
ア
ッ
プ
を

　

目
指
し
て

　

休
憩
が
終
わ
り
、
議
長
は
２

０
１
１
年
度
新
会
長
と
な
っ
た

永
井
氏
へ
と
交
代
。

　

永
井
氏
は
「
昨
年
度
の
成
果

を
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
、
今
年
度
の
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
。
組
織
力
の

強
化
を
目
指
し
、
明
海
大
学
に

子
ど
も
を
通
わ
せ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で

抱
負
を
語
っ
た
。

　

引
き
続
き
２
０
１
１
年
度
の

事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
審
議

が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
事
業

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
①
教
育

後
援
会
主
体
事
業
、
②
学
生
の

自
主
的
諸
活
動
支
援
、
③
大
学

実
施
事
業
支
援
の
３
つ
の
柱
で

構
成
さ
れ
た
合
計
31
事
業
を
行

う
。

　

地
区
教
育
懇
談
会
に
新
た
に

沖
縄
地
区
を
加
え
、
さ
ら
に
地

区
の
組
み
直
し
を
行
っ
た
こ
と

で
、
前
年
度
よ
り
２
カ
所
増
、

計
11
カ
所
で
の
実
施
を
計
画
し

て
お
り
、
予
算
も
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
全
学
行
事
援

助
費
、
就
職
懇
談
会
費
、
施
設

整
備
費
を
前
年
度
の
実
績
を
も

と
に
減
額
、
そ
の
分
は
主
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
被
災
に
よ
り
活
動

に
支
障
を
き
た
し
た
ス
ポ
ー
ツ

部
活
動
団
体
の
支
援
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
事
業
計
画
、
及
び

予
算
に
対
す
る
審
議
の
結
果
、

ど
ち
ら
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

今
年
度
は
会
則
に
関
す
る
変

更
は
な
く
、
最
後
に
１
年
間
会

長
を
務
め
た
印
南
氏
が
名
誉
会

員
に
推
薦
さ
れ
、
全
員
の
拍
手

を
も
っ
て
の
承
認
の
あ
と
、
閉

会
と
な
っ
た
。

◆
歴
史
を

　

積
み
重
ね
た
い

　

教
育
後
援
会
の
展
望

　

学
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
」
に
場
を

変
え
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は
、

名
誉
会
員
と
な
っ
て
い
る
歴
代

の
会
長
の
姿
も
数
多
く
見
ら
れ

た
。
永
井
会
長
、
印
南
前
会
長
、

安
井
学
長
と
ス
ピ
ー
チ
が
続
き
、

教
育
後
援
会
の
初
代
会
長
で
あ

る
岡
本
長
吉
名
誉
会
長
が
現
評

議
員
へ
の
エ
ー
ル
と
共
に
乾
杯

の
音
頭
を
と
り
、
歓
談
へ
と

移
っ
た
。

　

歴
代
の
会
長
た
ち
を
囲
ん
で

の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
歓

談
の
模
様
に
は
、「
明
海
大
学
、

教
育
後
援
会
の
歴
史
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
永

井
会
長
の
願
い
が
早
く
も
表
れ

て
い
た
。

４
・
５
面
…
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
「
震
災
か
ら
の
再
生
」 

　
６
・
７
面
…
「
今
年
の
動
向
は
？
　
ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
？
」
就
職
懇
談
会
レ
ポ
ー
ト
　 

８
面
…
突
撃
訪
問
「
明
海
大
学
の
課
外
活
動
」

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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2010 年度　一般会計決算書
（自）2010年 4月 1日（至）2011年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会 費 96,200,000 96,720,000 △ 520,000
雑 収 入
繰 越 金 38,271,331 38,271,331 0
合 計 134,471,331 134,991,331 △ 520,000
支出の部	

科　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 307,335 92,665
国内外大学調査研究費 2,000,000 259,700 1,740,300
組織強化費 13,000,000 12,850,394 149,606
広報費 6,000,000 4,895,001 1,104,999

小　　計 21,400,000 18,312,430 3,087,570

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 26,600,000 14,660,052 11,939,948
部活動等協力費 10,900,000 8,037,505 2,862,495
教育補助 6,800,000 5,492,232 1,307,768
卒業記念品費 13,000,000 12,243,000 757,000
卒業アルバム制作費援助 6,000,000 5,080,000 920,000
就職対策費 1,300,000 763,154 536,846
留学研修費援助 6,000,000 4,152,000 1,848,000
施設整備支援 3,000,000 1,732,500 1,267,500

小　　計 73,600,000 52,160,443 21,439,557
事業費計 95,000,000 70,472,873 24,527,127

会
議
費

評議員会議 1,500,000 1,058,705 441,295
役員会・常任役員会 2,000,000 1,544,677 455,323
その他会議 1,000,000 95,920 904,080

会議費計 4,500,000 2,699,302 1,800,698

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 26,932 73,068
慶弔費 500,000 120,000 380,000
旅費交通費 80,000 440 79,560
印写事務費 800,000 405,568 394,432
業務委託費 7,000,000 7,021,316 △ 21,316
渉外費 500,000 176,315 323,685
消耗品費 500,000 324,448 175,552
事務費 1,000,000 221,865 778,135

小　　計 10,480,000 8,296,884 2,183,116
備
品
費
什器備品費 800,000 0 800,000
小計 800,000 0 800,000

管理費計 11,280,000 8,296,884 2,983,116
繰　 出　 金 10,000,000 10,000,000 0
予　 備 　費 13,691,331 294,000 13,397,331
次年度繰越金 43,228,272 △ 43,228,272
合　　　　計 134,471,331 134,991,331 △ 520,000

2011 年度　一般会計予算書
（自）2011年 4月 1日（至）2012年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増減額
会 費 96,500,000 96,200,000 300,000
雑 収 入
繰 越 金 43,228,272 38,271,331 4,956,941
合 計 139,728,272 134,471,331 5,256,941
支出の部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 400,000 0
国内外大学調査研究費 2,000,000 2,000,000 0
組織強化費 16,000,000 13,000,000 3,000,000
広報費 6,000,000 6,000,000 0

小　　計 24,400,000 21,400,000 3,000,000

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 25,800,000 26,600,000 △ 800,000
部活動等協力費 12,700,000 10,900,000 1,800,000
教育補助 6,800,000 6,800,000 0
卒業記念品費 13,000,000 13,000,000 0
卒業アルバム制作費援助 6,000,000 6,000,000 0
就職対策費 1,100,000 1,300,000 △ 200,000
留学研修費援助 6,000,000 6,000,000 0
施設整備支援 2,000,000 3,000,000 △ 1,000,000

小　　計 73,400,000 73,600,000 △ 200,000
事業費計 97,800,000 95,000,000 2,800,000

会
議
費

評議員会議 1,500,000 1,500,000 0
役員会・常任役員会 2,000,000 2,000,000 0
その他会議 500,000 1,000,000 △ 500,000

会議費計 4,000,000 4,500,000 △ 500,000

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 500,000 500,000 0
旅費交通費 50,000 80,000 △ 30,000
印写事務費 500,000 800,000 △ 300,000
業務委託費 7,100,000 7,000,000 100,000
渉外費 400,000 500,000 △ 100,000
消耗品費 400,000 500,000 △ 100,000
事務費 500,000 1,000,000 △ 500,000

小　　計 9,550,000 10,480,000 △ 930,000
備
品
費
什器備品費 500,000 800,000 △ 300,000
小計 500,000 800,000 △ 300,000

管理費計 10,050,000 11,280,000 △ 1,230,000
繰　 出　 金 0 10,000,000 △ 10,000,000
予　 備　 費 27,878,272 13,691,331 14,186,941

0
合　　　　計 139,728,272 134,471,331 5,256,941

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
２
０

１
１
年
度
、
明
海
大
学
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
の
会

長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
永
井
と

申
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
本
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
震
災
は
東
北
及
び
関
東
地

方
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
明
海
大
学
が
あ

り
ま
す
浦
安
も
地
震
に
よ
る
液

状
化
で
街
の
多
く
が
被
災
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施
設
も
被
害

を
受
け
、
い
ま
だ
一
部
に
そ
の

爪
痕
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

私
た
ち
教
育
後
援
会
は
、
学
生

た
ち
が
安
全
に
、
安
心
し
て
、

そ
し
て
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
学
生
た
ち

を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
教
育
後
援
会
の

基
本
方
針
は
「
組
織
力
の
強

化
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
発

生
す
る
問
題
に
対
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
処
し
、
大
学
や
地

域
と
の
連
携
・
協
働
を
促
進
し

て
問
題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

活
動
に
よ
る
出
費
の
一
部
を
補

助
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
状

況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
を
支
援
す
る
海
外

留
学
へ
の
補
助
な
ど
、
大
学
実

施
事
業
へ
効
果
的
・
効
率
的
な

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育

後
援
会
奨
学
金
の
健
全
化

　

現
在
、
教
育
後
援
会
で
は
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
奨

学
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
は
、
学
生
が
卒
業
後
に

社
会
に
出
て
か
ら
少
し
ず
つ
返

済
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
一
部
の
卒

業
生
に
返
済
が
滞
る
ケ
ー
ス
が

見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
事
情
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
今
年
度
は
社
会
人
と

し
て
の
常
識
と
今
後
の
奨
学
金

制
度
の
存
続
を
考
え
て
、
滞
納

者
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
で
臨

み
教
育
後
援
会
奨
学
金
の
健
全

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　

明
海
大
学
は
、
人
間
力
溢
れ

る
人
材
を
育
て
る
べ
く
安
井
学

長
を
中
心
に
、
教
職
員
の
皆
さ

ん
が
一
丸
と
な
っ
て
社
会
か
ら

見
え
る
大
学
づ
く
り
に
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
育
後

援
会
も
大
学
の
更
な
る
発
展
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
、
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
納
得
い
た
だ
け
る
よ

う
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
大
学
と
会
員
、
そ
し
て
会
員

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
充
実

　

大
学
と
会
員
の
皆
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
す
る
主
力
事
業
と
し
て
、

当
会
が
行
っ
て
い
る
地
区
懇
談

会
が
あ
り
ま
す
。
学
長
・
副
学

長
を
は
じ
め
各
学
科
の
先
生
方
、

職
員
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

お
子
さ
ん
の
学
生
生
活
の
状
況

や
学
業
成
績
の
相
談
を
は
じ
め
、

就
職
や
留
学
の
こ
と
等
、
何
で

も
相
談
で
き
る
場
で
す
。
ま
た
、

懇
談
会
後
の
懇
親
会
は
、
会
員

間
の
親
睦
は
も
ち
ろ
ん
、
懇
談

会
で
は
相
談
で
き
な
か
っ
た
話

な
ど
、
先
生
方
と
自
然
に
楽
し

く
話
せ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
開
催
地
と
し
て
沖

縄
地
区
の
那
覇
、
近
畿
地
区
の

大
阪
の
２
カ
所
が
増
え
、
11
カ

所
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
今

年
度
６
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た

関
東
地
区
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
本
年
度
も
懇
親
会
を
実
施

し
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
９
月
か
ら
始
ま
る
各
地

区
の
教
育
懇
談
会
に
も
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
是

非
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
の
自
主
的
活
動
を
効
果

的
に
サ
ポ
ー
ト

　

前
文
で
も
触
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
も
地
震
に
よ
る

液
状
化
に
よ
り
学
校
施

設
の
一
部
が
使
用
不
能

と
な
り
、
学
生
た
ち
の

自
主
的
活
動
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
の
自
主
的
活
動

の
支
援
事
業
と
し
て
、

■新役員の顔ぶれ（敬称略）
会　長／永井　通　　　　
副会長／戸澤五月、藤井慶三、松田清志　　　
会　計／吉澤真貴子　　　
監　査／金本正和、上村美穂
役　員／滝口一美、大塚政子、熊澤康弘、林田裕子、山田慶子、本多敏子、庄司洋子、星　徳子、
　　　　小林あゆみ、清水俊行、降幡光穗、塩谷　毅、久家和江

■2011年度事業計画
Ⅰ．教育後援会主体事業
Ａ－１　地区教育懇談会の実施
Ａ－２　就職懇談会の実施
Ａ－３　教育後援会会報「潮風」の発刊
Ａ－４　教育後援会奨学金
Ａ－５　学生の住宅相談・紹介
Ａ－６　卒業記念品の贈呈
Ａ－７　卒業アルバムの贈呈
Ａ－８　国内外大学の視察
Ａ－９　教育後援会ホームページの充実
Ａ－10　学生の慶弔
Ａ－11　教育後援会学生表彰の実施

Ⅱ．学生の主体的諸活動支援
Ｂ－１　課外教育活動団体の支援
Ｂ－２　学園祭の支援
Ｂ－３　サマーキャンプの支援

Ｂ－４　新入生歓迎会の支援
Ｂ－５　留学生連合会主催行事の支援
Ｂ－６　スポーツ活動の支援
Ｂ－７　契約厚生施設利用の支援
Ｂ－８　卒業パーティーの支援
Ｂ－９　卒業アルバムの支援
Ｂ－10　文化活動の支援

Ⅲ．大学実施事業支援
Ｃ－１　長短期学生海外留学研修派遣の支援
Ｃ－２　就職対策の支援
Ｃ－３　大学施設設備等の支援
Ｃ－４　学生食堂の支援
Ｃ－５　少人数教育の支援
Ｃ－６　学部教育の支援
Ｃ－７　課外教育活動団体顧問の支援
Ｃ－８　課外教育活動団体指導者の支援
Ｃ－９　体育会活動の支援
Ｃ－10　ピア・サポート・セミナーの支援

２
０
１
１
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
後
援
会
会
長
　
永
井
　
通

会

長

挨

拶

評議員会にて
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３
月
23
日
（
水
）
に
予
定
さ

れ
て
い
た
２
０
１
０
年
度
学
位

記
授
与
式
が
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
中
止
と
な
り
、
同
日
か

ら
25
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間
、

と
っ
て
、
特
別
な
卒
業
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
学
生
支
援
課
。

学
生
ホ
ー
ル
で
学
位
記
の
交
付

が
行
わ
れ
、
卒
業
生
・
大
学
院

修
了
生
１
０
１
３
人
の
う
ち
、

76
％
に
あ
た
る
７
７
０
人
が
受

け
取
り
に
訪
れ
た
。

　

大
学
は
、
震
災
４
日
後
の
３

月
15
日
、
建
物
自
体
に
被
害
は

な
い
も
の
の
、
被
災
地
域
出
身

の
学
生
が
多
い
こ
と
、
浦
安
市

の
安
全
点
検
が
終
了
し
て
い
な

い
こ
と
、
交
通
機
関
の
混
乱
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
学
位
記
授

与
式
の
中
止
を
発
表
。
そ
の
後
、

３
日
間
で
分
散
的
に
学
位
記
の

交
付
、
卒
業
後
の
進
路
状
況
の

聞
き
取
り
、
該
当
者
へ
の
卒
業

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
費
返
金
等
を

行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

会
場
に
は
各
学
部
の
先
生
方

が
自
主
的
に
集
ま
り
、
学
生
一

人
ひ
と
り
に
学
位
記
を
読
み
上

げ
、
手
渡
し
、
拍
手
を
送
る
と

い
う
心
温
ま
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

「
式
典
や
パ
ー
テ
ィ
ー
は
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
生
た
ち
も
被
災
地
に
思
い
を

寄
せ
、
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
に

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
大

学
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
を
頂
戴
し
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
に
発
生
い

た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で

被
災
を
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
ま

し
て
、大
学
を
代
表
し
、心
か
ら

の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
き
ま

し
て
も
、
幸
運
に
も
建
物
に
大

き
な
損
壊
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
液
状
化
現
象
に
よ
り
、

大
切
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め

キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
面
に
は
陥
没

と
隆
起
が
発
生
し
誠
に
心
痛
む

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
予
定
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
学
位
記
授
与
式
は
、

安
全
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
と

上
下
水
道
の
使
用
不
可
な
ら
び

に
交
通
機
関
の
正
常
化
が
望
め

な
い
と
い
う
理
由
等
に
よ
り
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
卒
業
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
学
生
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
に
対
し
て
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
し

た
。
し
か
し
、
30
周
年

記
念
会
館
に
お
い
て

個
々
の
学
生
に
学
位
記

を
渡
す
べ
く
計
画
を
立

て
、
来
学
い
た
だ
い
た

学
生
に
は
教
職
員
が
拍

手
を
し
て
祝
福
い
た
し

ま
し
た
。

　

入
学
式
に
関
し
ま
し
て
は
、

新
し
い
夢
を
持
っ
た
学
生
の
新

た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
と
も
実
施
し
た
い
と

の
強
い
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
４
月
４
日
ま
で
に
損
壊
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
暫
間
的
に
修

復
し
、
上
下
水
道
の
確
保
を
行

い
、
安
全
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
浦
安
市
の
皆
様
も
新
入

生
が
来
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り

復
興
の
力
に
な
る
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
電
力
使
用
制
限
に
よ
る
教
育

課
程
へ
の
影
響
も
な
く
、
力
強

く
前
進
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
放
射
能
問
題
を
含
む
、

被
災
に
遭
わ
れ
ま
し
た
全
て
の

学
生
に
対
し
ま
し
て
は
学
納
金

の
全
部
ま
た
は
一
部
免
除
な
ど

の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
業
や
生
活
面

で
問
題
が
発
生
し
て
き
た
場
合

に
は
大
学
に
ご
相
談
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
の
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
会
長

の
重
責
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
印
南
彰
雄
様
に
は
、
適
切

な
会
務
運
営
と
地
方
で
の
懇
談

会
の
活
性
化
を
通
じ
て
大
学
と

保
護
者
等
の
皆
様
と
の
距
離
を

随
分
と
近
づ
け
て
い
た
だ
き
心

か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
の
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
く
永
井
通

様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、

大
切
な
学
生
の
た
め
に
力
を
合

わ
せ
て
共
に
努
力
し
て
い
け
る

よ
う
ご
教
示
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

役
員
の
皆
様
に
も
心
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
昨
年
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
改
革
し
ま
し
た
。
特
に
、
学

部
共
通
教
育
と
し
て
の
「
学
修

の
基
礎
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
に
つ
い
て
は
力
を
入
れ
、

特
色
あ
る
教
育
課
程
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
明
海
大
学
で
学
ん
だ
学
生

は
、
単
に
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
礎

に
人
間
と
し
て
の
輝
き
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。「
明
海
の
人
間
力
」
を

し
っ
か
り
と
培
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
員
も

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
に
汗

を
流
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
埼
玉
県

坂
戸
市
に
あ
り
ま
す
歯
学
部
は
、

今
春
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
で

合
格
者
数
が
国
公
私
立
大
学
の

な
か
で
も
っ
と
も
多
く
、
新
卒

者
の
合
格
率
は
私
立
大
学
で
第

２
位
で
し
た
。
明
海
大
学
全
体

の
社
会
的
評
価
を
あ
げ
て
、
よ

り
素
晴
ら
し
い
教
育
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
も
、

も
ち
ろ
ん
お
預
か
り
し
て
い
る

学
生
の
皆
様
に
も
満
足
度
の
高

い
教
育
を
通
じ
て
、
本
学
の
建

学
の
精
神
を
具
現
化
し
て
い
く

所
存
で
す
。

■学生表彰者 ※敬称略
1　表彰対象①

個
人
梅野健太 経済学科 WPMF初代日本スーパーバンタム級王者　ほか
浮谷駿宏 HT学科 2010年度ボーイスカウト富士章を受章

団
体
体育会ヨット部 第75回全日本学生ヨット選手権大会470級 11位　ほか
体育会空手道部 第54回全日本大学空手道選手権大会第5位　ほか

2　表彰対象②

課
外
活
動

庄野賢治 英米語学科 2008・2009・2010年度 E.S.S. 英語会部長
田上大輔 英米語学科 2009年度ヨット部主将
千葉晃太 英米語学科 2008年度男子バレーボール部主将
斎藤金道 中国語学科 2010年度合気道部主将
稲葉基輝 経済学科 2010年度サッカー部主将
白藤佑樹 経済学科 2009年度軽音楽部アリーナ部長
武田隼介 経済学科 2010年度空手道部主将
福嶋樹 経済学科 2010年度陸上競技部主将
古屋　恭 経済学科 2010年度男子ラクロス部主将
百瀬要 経済学科 2009年度水泳部主将
山崎真起子 経済学科 2009・2010年度女子硬式庭球部主将
松井麻峰 経済学科 2010年度茶道部部長
高崎翔真 不動産学科 2010年度ラグビー部主将
崔賢相 不動産学科 2010年度韓国留学生会会長
梅澤智里 HT学科 2010年度チアリーディング部主将
鈴木美保 HT学科 2009年度女子ラクロス部主将

学
友
会

横山裕也 経済学科 2009年度体育会連盟会会長
門馬康晃 不動産学科 2008年度学術文化連合会会長
崔志剛 不動産学科 2010年度留学生連合会会長
前田友樹 HT学科 2010年度卒業パーティー実行委員会委員長

3　表彰対象③
竹内孝徳 経済学科 浦安市学生防犯委員会に6年間参加

　

例
年
、
学
位
記
授
与
式
の
あ

と
に
行
わ
れ
て
い
る
、
教
育
後

援
会
の
「
学
生
表
彰
式
」
も
震

災
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た

が
、
学
位
記
を
受
け
取
り
に
来

る
こ
と
が
で
き
た
対
象
者
へ
は

そ
の
場
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た

対
象
者
へ
は
送
付
で
表
彰
状
と

記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。

　

表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
①
課
外
活
動
に
お
い
て
他

の
学
生
に
大
き
な
目
標
や
影
響

と
な
る
成
果
を
収
め
た
個
人
・

災
の
犠
牲
者
を
悼
ん
で
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。
挨
拶
に
立
っ
た

安
井
利
一
学
長
は
、「
こ
れ
か

ら
は
自
己
実
現
の
手
段
と
し
て
、

ま
た
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
勉

強
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。 

　

続
い
て
、
Ｈ
Ｔ
学
科
の
角
田

実
咲
さ
ん
が
入
学
生
を
代
表
し

て
宣
誓
。「
勉
強
す
る
の
が
困

難
な
人
が
い
る
な
か
、
勉
強
す

る
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
姉
妹
校
で
あ
る
朝
日

大
学
の
大
友
克
之
学
長
は
挨
拶

で
明
海
大
学
の
学
歌
に
触
れ
、

「『
人
類
（
ひ
と
）
の
た
め
に
私

達
に
で
き
る
何
か
を
』
と
い
う

歌
詞
は
、
今
こ
そ
考
え
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
医
療
・
不
動
産

な
ど
の
専
門
性
は
復
興
に
必
ず

役
に
立
つ
」
と
述
べ
た
。 

　

式
終
了
後
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
な
か
で
、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
や
同

窓
会
の
説
明
会
も
行
わ
れ
た
。

　

教
育
後
援
会
か
ら
は
、
宮
本

知
子
副
会
長
が
壇
上
に
立
ち
、

「
子
ど
も
が
大
学
生
に
な
っ
て

も
親
の
心
配
は
尽
き
な
い
も
の
。

明
海
大
に
は
そ
の
気
持
ち
に
応

え
て
く
だ
さ
る
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
教
育
後
援
会
は

保
護
者
の
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。 

　

出
席
し
た
保
護
者
か
ら
は

「
感
じ
の
い
い
式
で
し
た
。
子

ど
も
に
は
、
専
門
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す

（
不
動
産
学
科
保
護
者
）」
と
の

声
が
。
新
入
生
は
「
こ
れ
か
ら

毎
日
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

過
ご
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

団
体
や
、
全
日
本
ま
た
は
関
東

地
区
規
模
の
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
、
大
学
の
名
声

を
高
め
る
の
に
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
、
②
体
育
会
お
よ
び

学
友
会
の
活
動
で
顕
著
な
貢
献

を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人
・

団
体
、
そ
し
て
、
③
地
域
社
会

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
よ
り
顕
著
な
貢
献
を
認
め

ら
れ
る
個
人
・
団
体
。

　

今
年
度
は
個
人
23
人
と
２
団

体
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
。

学
生
表
彰
は
23
人
と
２
団
体
へ

安全面に配慮

３日間かけ
一人ひとりに学位記を授与

新しい未来を作る
決意を胸に

2011 年度　入学式

▶
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た

　

肌
寒
い
な
が
ら
も
快
晴
と

な
っ
た
４
月
４
日
（
月
）、
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
２
０

１
１
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

１
４
６
６
人
の
新
入
生
の
ほ
か
、

多
く
の
保
護
者
が
来
場
し
体
育

館
の
保
護
者
席
が
満
席
に
な
っ

た
た
め
、
別
室
で
の
中
継
も
行

わ
れ
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震

明
海
大
学
の
人
間
力
育
成
を
目
指
し
て

学
長　

安
井 

利
一

■東日本大震災を受けての大学・学生の動き（一部）
・アパートが損壊するなどした学生に対し、宿舎の空き室を無償提供
・不動産学部の教員が、賃貸アパート等の家賃や違約金等で問題を抱える学生

へアドバイス
・罹災世帯の在学生、福島第一原子力発電所事故に伴う指定区域の世帯の在学

生に対し学生納付金を減免
・個人カウンセリングを対面・電話で実施
・学友会が募金活動を行い、日本赤十字社と浦安市に全額募金
・ヨット部が自主的に浦安市内でボランティア活動を実施　　　　　　　ほか
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学園祭実行委員会
委員長

吉田 翔美
（経済学科３年）

①委員が適材適所で活躍できるよう常に
個々に目を向けると共に、その委員た
ちを上手く統括できるよう精一杯頑張
ります。また、より良い学園祭が作れ
るようこれからも努力していきたいと
思います。
②学生みんなが明るく挨拶できるところ
が好きです。また、校内には留学生も
多く、海外文化に触れる機会が多いと
ころも明海大学の良いところだと思っ
ています。

卒業パーティー
実行委員会委員長
稲葉 知世
（ＨＴ学科３年）

①毎年卒業生に、学生生活最後の思い出
を作っている卒業パーティーですが、
昨年度は震災の影響でやむを得ず中止
となりました。今年度はその分の想い
も込めて、委員会みんなで素晴らしい
パーティーを企画したいと思っていま
す。
②緑や季節ごとの花がたくさんあり、外
とを隔てる壁などもないので、街に馴
染んでいて開放的だなと感じます。

学術文化連合会会長

金子 嘉伸
（不動産学科３年）

①新入生の皆さんご入学おめでとうございます。この明海
大学に新たな仲間が加わったことを、心から嬉しく思い
ます。そして東北大震災で大切なご家族・ご友人を亡く
した方々にお悔やみ申し上げます。このような大変な時
期に私は学術文化連合会の会長になりました。大変な時
期に会長になったからこそ、私は想います。今は各団体
が横の繋がりがありませんが一致団結し『明海大学の文
連は１枚岩だ』だと思われる程の団結力を大学に示した
いと思います。
②嘘をつくのが嫌いなので、本当のことを言います。好き
な所はありません。ですが愛校心はあります。大学側が
必要とあれば何でもします。

体育会連盟会会長

田中 俊裕
（経済学科３年）

①今年の抱負は、体育会連盟会所属団体を強く
することを目標に、それに向けて自分が中心
となって各団体を一つにまとめることです。
自分の団体だけを強くすることを考えるだけ
ではなく、他団体のこともみんなで一緒に
なって考える。そうやって繋がりを強くし、
体育会連盟会を全員で盛り上げていきたいと
思います。
②行動力のある学生が多いと私は思います。そ
してその学生たちがやりたいことや目指して
いることに対して、全力でサポートしてくれ
る教職員の方々が好きです。

留学生連合会会長

郭　然
（経済学科 4年）

①留学生はほぼ毎日、大学・バイト先・家だけの生活で
す。卒業した先輩が、「どこか観光に行ったらよかったな」
と後悔して国へ帰りました。私は、留学生活はバイトと
授業だけでは不完全だと思います。今年はＢＢＱパー
ティーなど友だちを作るチャンスを作り、在校生の日本
人との交流を促進したいと思います。また、留学生たち
に日本の自然環境や歴史、文化について肌で感じてもら
うため、国際交流合宿はまたやろうと考えています。
②明海大学の先生は優しいです。先生の立場だけではなく、
親や親戚のように考えてくれます。「先生、いつもあり
がとう」と伝えたい。

中央委員会委員長

本田 大輔
（英米語学科 2年）

①中央委員会では、これまで喫煙・ゴミ
のポイ捨てマナー向上についてのキャ
ンペーンを積極的に行ってきました。
今年度も、クリーンキャンペーンを通
じて学生自ら呼びかけることにより、
学生全体の意識を高めたいと思ってお
ります。
②緑豊かな開かれたキャンパスです。

卒業アルバム
制作委員会委員長
鈴木 麻紀
（ＨＴ学科３年）

①学位記授与式と卒業パーティーが震
災の影響で中止となったことで、予定
していた企画を十分に行うことができ
ない状態ですが、震災にも負けない卒
業生の強い表情や、より美しくなった
キャンパス内をふんだんに盛り込ん
だ素敵なアルバムを製作していこうと
思っています。
②異国を思わせる学校周辺。また、敷地
内にある丘からは美しい夕日を見るこ
とができ、そこで友人といろいろな話
をして時間を過ごします。

2011年度

学
友
会
　

新
役
員
の
顔
ぶ
れ

①今年度の意気込み
を教えてください
②明海大のここが好
き！を教えてくだ
さい
（順不同、敬称略）
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何
を
や
り
た
い
の
か
見
え
て
き

ま
し
た
。
落
ち
込
ん
だ
と
き
は

愚
痴
を
聞
い
て
く
れ
、
面
接
に

通
っ
た
と
き
は
一
緒
に
喜
ん
で

く
れ
た
。
感
情
を
共
有
し
て
く

れ
た
こ
と
は
励
み
に
な
り
ま
し

た
。Ｑ

＆
Ａ

保
護
者
か
ら
の
質
問

Ｑ
面
接
で
落
ち
た
後
、
振
り
返

り
や
反
省
は
し
ま
し
た
か
？

黒
田　

面
接
の
後
は
聞
か
れ
た

質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の

答
え
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
た
。

違
う
企
業
で
も
同
じ
業
界
な
ら

質
問
の
傾
向
も
似
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
ど
の

く
ら
い
書
い
た
？

村
西　

私
は
絞
り
込
ん
だ
の
で

15
社
く
ら
い
。
少
な
い
ほ
う
だ

と
思
い
ま
す
。

山
崎　

友
人
た
ち
は
30
、
40
社
、

多
い
と
70
社
く
ら
い
。
自
分
で

や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
な
ら
絞
り
込
み
ま
す
が
、
こ

れ
を
出
さ
な
い
と
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
行
け
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ

な
業
界
に
出
し
て
お
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　案外忘れがちだが、就活にはさまざまな費用
がかかる。スーツやバッグなどのほか、交通費
や飲食費もばかにならない。特に最終面接以外
の交通費は自己負担のことが多いので注意が必
要だ。
　活動中はアルバイトをする時間もないので、
費用はあらかじめ貯めておきたい。概ね 10 万
円から 15 万円は見ておいた方が良さそう。

■意外にかかる交通費

▲このような模範的なリクルートス
タイルの費用は６万円前後？

￥ ￥

￥

知っておきたい就活のお値段事情

10000 10000
10000

内訳（費用の平均）
・ス ー ツ 代…………………33,701 円 
・靴　　　代…………………08,957 円
・バ ッ グ 代…………………07,137 円
・シ ャ ツ 代…………………06,967 円
・ネクタイ代…………………05,052 円
・飲　食　費…………………11,024 円
・交　通　費…………………36,837 円（※）

※『就職ジャーナル』の 100 人アンケートで
は平均 67,000 円という報告も

ガンバリましょうネ

囲
気
の
な
か
で
、
先
生
方
と
、

ま
た
保
護
者
同
士
で
活
発
に
情

報
交
換
を
す
る
姿
が
随
所
で
見

ら
れ
た
。

参
加
者
の
声

「
娘
は
大
学
生
活
を
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
日
は
い
つ

が
成
功
の
鍵
」
ま

た
、「
企
業
側
が

聞
き
た
い
こ
と

は
、
大
学
で
何
を

し
て
き
た
の
か
。

そ
こ
か
ら
何
を
得

た
の
か
。そ
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
活
か

す
の
か
と
い
う
こ

と
。
大
学
生
活
を

い
か
に
過
ご
す
か

が
と
て
も
重
要
で

あ
る
。
本
格
的
に

就
職
活
動
が
始
ま

る
ま
で
の
こ
の
１

年
間
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」、「
就

職
活
動
に
成
功
し

て
い
る
学
生
は
、
動
き
出
し
が

早
く
、
活
動
量
が
多
い
」
と
実

践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

　

最
後
に
壇
上
の
教
職
員
を
紹

介
し
、
全
体
会
は
終
了
し
た
。

個
別
面
談

　

全
体
会
に
引
き
続
き
個
別
面

談
が
行
わ
れ
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
各
学
部
、
４
～

７
名
の
先
生
方
が
ス
タ
ン
バ
イ

し
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対

応
し
た
。

　

ま
た
、
担
当
職
員
に
よ
る
留

学
・
教
務
・
就
職
・
学
生
生
活

の
各
相
談
ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
き

め
細
か
く
応
じ
て
い
た
。
相
談

を
受
け
る
側
に
空
き
時
間
が
発

生
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
保
護
者
の
熱
心
な
質
問
が

時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
続
い
た
。

懇
親
会

　

全
体
会
、
個
別
面
談
の
後

は
、
場
所
を
学
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
」
に
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

対
面
で
の
個
別
面
談
と
は
ま

た
違
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

と
力
強
く
語
っ
た
。
ま
た
、
昨

年
よ
り
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

意
識
し
た
教
育
課
程
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
の
４
年
生
の
就
職

状
況
に
そ
の
成
果
を
期
待
し
た

い
と
話
し
、「
大
学
生
活
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
時
期
。
海
外
留

学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
夢

を
も
っ
て
楽
し
く
学
生
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
め
く

く
っ
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長
に

よ
る
大
学
の
近
況
報
告
で
は
、

配
布
資
料
を
も
と
に
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
年
暦
、
海
外
留

学
・
海
外
研
修
派
遣
予
定
、
体

育
会
試
合
結
果
な
ど
に
つ
い
て

報
告
。

　

次
に
就
職
状
況
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。
２
年
生
に

と
っ
て
今
年
度
は
就
職
活
動
が

始
ま
る
前
の
貴
重
な
１
年
で
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
現
状
の
分

析
と
と
も
に
活
動
に
向
け
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
話
し
た
。

求
人
は
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て

か
全
体
的
な
動
き
出
し
に
遅
れ

が
見
ら
れ
、
求
人
倍
率
は
依
然

と
し
て
低
い
数
字
と
の
こ
と
。

「
た
だ
し
社
員
３
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
に
関
し
て
は
３
・

53
倍
。
幅
広
い
視
野
で
の
活
動

も
話
題
に
の
ぼ
る
先
生
と
直
接

お
話
で
き
ま
し
た
。
今
晩
娘
に

早
速
報
告
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
就
職
に
関
し
て
は
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
学
校
か
ら
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
情
報
を
も
ら
え
る

の
で
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
」（
Ｈ
Ｔ
学
部
・
女

子
の
両
親
）「

留
学
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
出
発

日
ま
で
の
準
備
や

単
位
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

（
外
国
語
学
部
・

女
子
の
両
親
）

「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
出
身
の
留
学
生

の
保
護
者
と
し
て

来
ま
し
た
。
本
人

は
生
活
す
る
の

に
精
一
杯
の
よ
う

で
、
学
業
に
専
念

で
き
て
い
る
か
心

配
。
学
費
を
含
め
て
日
常
生
活

全
般
の
相
談
に
来
ま
し
た
」（
経

済
学
部
・
男
子
の
保
護
者
）

「
先
生
か
ら
は
成
績
だ
け
で
な

く
、
授
業
態
度
や
日
常
の
様
子

な
ど
詳
し
く
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
感
激
し
ま
し
た
。
態

度
・
姿
勢
と
も
心
配
な
い
と
の

こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
」（
不
動
産
学
部
・
男
子

の
両
親
）

参加者数（教職員含む） …… 158 名

日本語学科 …………………………… 2 名
英米語学科 ………………………… 20 名
中国語学科 …………………………… 9 名
経済学科 …………………………… 33 名
不動産学科 ………………………… 10 名
ＨＴ学科 …………………………… 29 名

〈
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
〉

「直接先生とお話できて
ほっとしました」

関東地区教育懇談会に保護者103名が参加

就
職
は
学
ん
だ
こ
と
を

社
会
へ
還
元
す
る

と
い
う
こ
と

　

開
会
に
あ
た
り
、
永
井
教
育

後
援
会
会
長
が
挨
拶
し
、「
子

ど
も
の
就
職
の
た
め
に
親
と
し

て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
会

に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

安
井
学
長
は
「
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
社
会
に
還
元
す
る
。

そ
れ
が
就
職
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
全
国
ど
こ
で
も
就
職
は
厳
し

い
。
大
学
か
ら
も
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

就
職
に
向
け
た

明
海
大
の
取
り
組
み

　

経
済
学
部
長
で
も
あ
る
下
田

直
樹
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
が
就
職
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
今

年
は
震
災
の
影
響
で
企
業
の
採

用
活
動
が
例
年
よ
り
１
カ
月
か

ら
１
カ
月
半
ほ
ど
遅
れ
て
い
る

と
話
し
た
。

　

親
の
時
代
の
就
職
活
動
は
、

ま
ず
ハ
ガ
キ
で
企
業
に
資
料
請

求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
が
、

今
は
就
職
情
報
サ
イ
ト
や
企
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

「
エ
ン
ト
リ
ー
」
す
る
こ
と
が

就
活
の
第
一
歩
。「
ネ
ッ
ト
就

活
」
と
い
わ
れ
る
所
以
だ
。
ま

た
、
昔
と
違
っ
て
早
期
化
、
長

期
化
し
て
い
る
の
も
特
徴
。

　

明
海
大
で
は
３
年
生
に
な
る

と
す
ぐ
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
き
、
早
期
化
に
対
応
。
そ
の

後
は
、少
人
数
の
「
就
職
講
座
」

を
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
資
格
を
持
つ
職
員
が
対

応
に
あ
た
る
。

　

ま
た
、
企
業
と
学
生
の
出
会

い
の
場
も
積
極
的
に
作
っ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学

生
が
企
業
で
就
業
体
験
を
行
っ

た
り
、
企
業
の
採
用
担
当
者
を

大
学
に
招
き
、
直
接
話
す
機
会

を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
具
体
的
な
面
接

対
策
や
試
験
対
策
も
行
い
、
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

１
年
次
か
ら
就
職

活
動
に
入
る
前
に

や
っ
て
お
き
た
い

こ
と

　

下
田
先
生
に
よ
る

と
、毎
年
、エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
（
履
歴
書
の
よ

う
な
も
の
）
に
書
く
資

格
が
な
い
と
嘆
く
学
生

が
い
る
と
い
う
。
明
海

大
で
は
独
自
の
「
資
格

等
取
得
奨
励
奨
学
金
」

を
設
け
、
学
生
の
資
格

取
得
を
支
援
し
て
い
る
。
大
学

が
取
得
を
勧
め
る
資
格
は
ど
れ

も
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
書
け

る
も
の
ば
か
り
。
１
年
次
か
ら

計
画
的
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
し

た
い
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
も
積
極
的
な
参
加
が
望
ま

れ
る
。

　

今
回
、
講
演
を
行
っ
た
㈱
リ

ク
ル
ー
ト
の
毛
利
威
之
氏
か
ら

「
類
を
み
な
い
手
厚
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
」
と
の
評
価
を
受

け
る
明
海
大
の
就
職
支
援
体
制

だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学
生

自
身
が
活
用
し
な
く
て
は
意
味

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
保
護
者

か
ら
も
利
用
す
る
よ
う
に
声
を

か
け
て
も
ら
い
た
い
、
と
話
し

た
。

今
は
就
職
氷
河
期

で
は
な
い
？

 
「
父
母
の
た
め
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス　

就
職
環

境
と
親
が
子
ど
も
に
し

て
あ
げ
ら
れ
る
サ
ポ
ー

ト
」
と
題
し
て
㈱
リ
ク

ル
ー
ト
の
就
職
ジ
ャ
ー

ナ
ル
編
集
長
で
あ
る
毛

利
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

毛
利
氏
に
よ
る
と
、

２
０
１
１
年
３
月
卒
の
求
人
倍

率
は
１
・
23
倍
。
こ
れ
に
比
べ
、

バ
ル
ブ
経
済
が
は
じ
け
た
１
９

９
６
年
は
１
・
08
倍
、
就
職
氷

河
期
と
い
わ
れ
た
２
０
０
０
年

は
０
・
99
倍
で
あ
っ
た
。
そ
う

考
え
る
と
、
就
職
は
厳
し
い
な

が
ら
も
「
超
」
が
付
く
ほ
ど
の

氷
河
期
で
は
な
い
の
で
は
？
と

話
す
。

　

ま
た
、
求
人
倍
率
は
企
業
の

規
模
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
い

う
。
従
業
員
１
千
人
以
上
の
企

業
に
限
っ
た
求
人
倍
率
が
０
・

65
倍
な
の
に
対
し
て
、
１
千
人

未
満
の
企
業
で
は
１
・
86
倍
と

な
る
。
い
わ
ゆ
る
大
企
業
と
呼

ば
れ
る
会
社
へ
の
就
職
は
厳
し

い
が
、
中
小
企
業
の
場
合
は
比

較
的
入
り
や
す
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

求
人
倍
率
を
業
種
別
に
見
て

み
る
と
そ
の
違
い
は
顕
著
で
、

人
気
の
Ｉ
Ｔ
企
業
や
マ
ス
コ
ミ

な
ど
が
入
る
、
サ
ー
ビ
ス
・
情

報
業
は
０
・
47
倍
な
の
に
対

し
、
製
造
業
は
１
・
53
倍
、
そ

し
て
流
通
業
は
３
・
94
倍
な
の

だ
。
こ
の
数
字
か
ら
も
、
以
前

の
氷
河
期
と
は
意
味
が
異
な
り
、

「
選
ば
な
け
れ
ば
仕
事
は
あ
る
」

と
話
す
。
志
望
す
る
業
種
や
会

社
の
規
模
な
ど
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
ず
に
就
職
活
動
に
取
り
組
む

の
も
大
切
と
い
え
そ
う
だ
。

就
活
学
生
を
悩
ま
せ
る

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」

　

昔
と
今
の
就
職
活
動
の
違
い

に
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
が

あ
る
。
昔
の
履
歴
書
が
「
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
に
あ
た
る
の

だ
が
、
一
般
的
な
履
歴
書
に
プ

ラ
ス
し
て
企
業
ご
と
に
独
自

の
質
問
項
目
を
設
定
し
て
あ

り
、
履
歴
書
を
書
く
よ
り
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。
書
類
選
考

の
対
象
と
な
る
企
業
も
あ
る
た

め
に
、
学
生
に
と
っ
て
は
大
き

な
関
門
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

記
入
に
か
か
る
時
間
は

平
均
で
１
社
あ
た
り
約

３
時
間
。
志
望
度
が
高

い
企
業
に
は
さ
ら
に
か

け
る
時
間
も
増
え
、
平

均
で
１
社
に
約
６
時
間

に
も
な
る
と
い
う
。
そ

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
20
～
30
社
、
多
い
学
生
な
ら

50
社
以
上
送
る
の
で
、
学
生
の

負
担
は
大
き
い
。

　

な
か
で
も
長
所
な
ど
、
自
分

自
身
の
こ
と
を
書
く
の
に
思
い

悩
む
学
生
も
多
い
。
そ
ん
な
と

き
は
、
子
ど
も
の
こ
と
を
一
番

よ
く
知
っ
て
い
る
親
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
、

と
話
し
た
。

　

英
米
語
学
科
の
あ
る
教
授
は
、

こ
の
懇
談
会
の
中
で
、
自
身
の

娘
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成

を
手
伝
っ
た
経
験
に
触
れ
、「
子

育
て
の
総
括
だ
っ
た
」
と
も
話

し
て
い
る
。

安井学長

パネルディスカッション
～内定学生が就活を語る～

▶
パ
ネ
リ
ス
ト
の
学
生
た
ち

◀
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者

厳しい就職戦線をくぐりぬけ、今年内定をもらった

学生たちが就活中の苦労や本音を話してくれた。

　

７
月
２
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
１
年
か
ら
３
年
次
学
生
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
に
「
関
東
地
区
就
職
懇
談
会
」
が
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
約
２
５
０
名
の
保
護
者
の

ほ
か
、
学
生
の
姿
も
。
就
職
活
動
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

所
属
す
る
学
部
を
生
か
し

た
就
職
を
さ
せ
た
い
の
だ

が
。（
経
済
学
科
）

日
本
の
企
業
で
は
専
門
性

よ
り
も
総
合
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
志
望
し
た
業
種
（
職

種
）
で
就
職
し
て
も
、
入
社
後
、

「
仕
事
が
合
わ
な
い
、
辞
め
た

い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
、
逆
に
社
内
異

動
で
自
分
に
合
う
仕
事
に
出
合

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
就
職

の
時
点
で
は
専
門
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
を
見
る
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
の
や
り
方
が
わ

か
ら
な
い
。

就
職
活
動
と
は
「
人
に
会

う
」
こ
と
に
尽
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
就
職
担
当
者

に
会
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
大
学
の
就
職
支
援
を
利
用

す
る
と
必
ず
人
と
会
い
、
話
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
に

会
う
経
験
の
中
で
視
野
を
広
げ

た
り
、
情
報
を
集
め
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
１
、
２
年
生
が
就

職
す
る
と
き
の
求
人
倍
率

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

１
・
×
×
倍
ぐ
ら
い
だ
と

思
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
震
災
の
影
響
が
企
業
の
事
業

計
画
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
を
見
守
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

保
護
者
か
ら毛

利
氏
へ
の
質
問

QAQA

QA
永井会長

下田センター長

毛利氏

今
年
の
動
向
は
？ 

ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
？

関
東
地
区
就
職
懇
談
会
レ
ポ
ー
ト

気になる
就活事情

　

２
０
１
１
年
６
月
４
日 

（
土
）、
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
体
育
館
で
「
関
東
地
区
教

育
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
た
。
２

年
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
懇
談

会
に
は
関
東
全
域
か
ら
１
０
３

名
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。

全
体
会

　

は
じ
め
に
永
井
通
教
育
後

援
会
会
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
。

「
教
育
後
援
会
は
保
護
者
が
運

営
し
、
親
の
立
場
か
ら
学
生
た

ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
会
で

す
。
組
織
力
ア
ッ
プ
、
そ
し
て

横
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
昨
年

始
ま
っ
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
へ

の
登
録
を
改
め
て
呼
び
か
け
た

（
本
紙
８
面
参
照
）。

　

続
い
て
壇
上
に
立
っ
た
安
井

利
一
学
長
は
、
冒
頭
で
震
災
被

害
に
対
す
る
救
済
措
置
に
つ
い

て
説
明
し
、
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
た
い

↖

〈参加学生〉

小玉茜さん（HT 学科／㈱ベストブライダルに内定）
山崎恭平さん（不動産学科／㈱東急リバブルに内定）
黒田倫史さん（経済学科／㈱ライフランドに内定）
蓑輪拓郎さん（中国語学科／㈱広友ホールディングスに内定）
原﨑麻美さん（英米語学科／家電量販店に内定）
村西亜里紗さん（日本語学科／㈱ゼットエーに内定）
〈コーディネーター〉
大黒章子氏（GCDF-Japan キャリアカウンセラー）

　 ※本文中、敬称略

就
職
を
意
識
し
始
め
た

時
期
は
？

小
玉　

Ｈ
Ｔ
学
科
を
受
験
す
る

と
き
か
ら
、
将
来
こ
う
い
っ
た

業
界
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
ま

し
た
。

山
崎　

私
も
不
動
産
学
科
で
す

の
で
、
入
学
し
た
と
き
か
ら
意

識
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

ど
の
企
業
を
と
な
っ
た
の
は
大

学
３
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
と
き
で
す
。

原
﨑　

私
は
３
年
に
な
り
就
活

の
イ
ベ
ン
ト
を
見
て
か
ら
で
す
。

村
西　

私
も
１
年
の
と
き
か
ら

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
考
え
始
め
た
の
は
３

年
の
夏
か
ら
秋
で
す
。

大
黒　

他
の
学
生
を
見
て
も
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
あ

る
人
と
、
３
年
生
に
な
っ
て
か

ら
考
え
る
人
と
二
極
化
し
て
い

ま
す
ね
。

就
活
で

大
変
だ
っ
た

こ
と
は
？

山
崎　

自
宅
が
千

葉
に
あ
り
、
面
接

の
た
め
に
都
内
に

出
る
と
往
復
３
時

間
か
か
る
。
面
接

が
あ
る
と
半
日
が

か
り
な
の
で
授
業

に
出
ら
れ
な
い
。

１
、
２
年
次
で
落

と
し
た
単
位
が

あ
っ
た
の
で
学
業

と
の
両
立
が
大
変

で
し
た
。

小
玉　

私
は
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
。

ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー

が
少
な
い
の
で
苦
労
し
ま
し
た

が
、
友
人
や
先
生
に
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

村
西　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
、

空
白
の
用
紙
を
自
由
に
使
っ
て

自
己
Ｐ
Ｒ
を
と
い
う
の
が
あ
り
、

困
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し

て
個
性
を
出
す
か
苦
労
し
ま
し

た
。

面
接
に
落
ち
た
と
き
は
？

黒
田　

落
ち
た
日
の
夜
は
枕
を

濡
ら
し
ま
し
た
が
（
笑
）、
母

が
「
次
へ
行
こ
う
」「
気
に
し

て
い
る
の
は
、
あ
な
た
ら
し
く

な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
は
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
助
け
に

な
り
ま
し
た
ね
。

小
玉　

私
は
「
第
一
希
望
の
企

業
」
で
は
な
く
「
第
一
希
望
の

業
界
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
か

ら
、
落
ち
て
も
さ
ほ
ど
シ
ョ
ッ

ク
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

村
西　

私
も
落
ち
た
会
社
と
は

縁
が
な
か
っ
た
、
向
い
て
な

か
っ
た
と
前
向
き
に
考
え
ま
し

た
。

原
﨑　
「
私
を
採
用
し
て
く
れ

な
い
企
業
な
ん
て
も
う
い
い
」

と
思
え
る
く
ら
い
の
あ
き
ら
め

も
必
要
で
す
。

蓑
輪　

面
接
に
落
ち
て
い
く
な

か
で
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の

に
気
付
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た

よ
。

就
活
を
通
し
て

何
を
得
た
？

小
玉　

内
定
が
決
ま
っ
て
か
ら

は
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
「
働
く
」

こ
と
を
意
識
し
て
積
極
的
に
な

り
ま
し
た
。

山
崎　

寝
坊
を
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
親
か
ら
も
「
就
職
活
動

し
て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
で
す
。
そ
れ
か
ら
行
動
力

が
つ
き
ま
し
た
。
就
活
中
、
自

分
の
名
刺
を
作
っ
て
、
企
業
の

人
事
担
当
者
に
渡
し
て
名
前
を

覚
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
内
定

後
、
担
当
者
か
ら
「
熱
意
が
伝

わ
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
ま

し
た
。

黒
田　

不
況
の
中
で
活
動
し
た

か
ら
こ
そ
、
今
後
成
長
す
る
企

業
が
見
え
た
と
思
う
。

蓑
輪　

人
前
に
出
る
の
は
苦
手

で
し
た
が
、
人
と
つ
な
が
る
の

は
面
白
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
、
成
長
で
き
ま
し
た
。

原
﨑　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で

自
分
史
を
書
い
た
り
、
自
己
分

析
し
た
り
。
人
生
を
見
直
す
い

い
機
会
で
し
た
。

村
西　

面
接
や
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
を
通
し
て
、
よ
り
自
分

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

就
活
の
準
備
と
し
て

や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が

い
い
こ
と
は
？

山
崎　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
講
座
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験

で
学
生
を
絞
り
込
む
企
業
は
多

い
で
す
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
で
落
ち
た

ら
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会

も
得
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

小
玉　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
講
座
。
学
校
の

講
座
は
夏
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

実
際
に
試
験
が
行
わ
れ
る
の
は

秋
な
の
で
、
直
前
に
復
習
し
て

お
く
と
い
い
で
す
よ
。

村
西　

人
の
話
を
聞
く
こ
と
。

私
が
内
定
を
も
ら
っ
た
会
社
は
、

最
初
は
知
ら
な
い
会
社
で
し
た
。

ま
ず
は
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も

足
を
運
ん
で
話
を
聞
い
て
み
て
。

原
﨑　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

憧
れ
の
業
界
の
現
場
を
み
る
の

は
大
切
で
す
が
、
受
け
身
で
い

て
は
意
味
が
な
い
。
私
は
受
け

身
の
せ
い
で
成
果
を
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

蓑
輪　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ

る
と
い
い
。
自
分
は
持
っ
て
お

ら
ず
、
情
報
戦
に
出
遅
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た

保
護
者
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
は
？

村
西　

口
う
る
さ
か
っ
た

親
が
就
職
に
関
し
て
は
何

も
言
わ
な
か
っ
た
。
今
ど

こ
受
け
て
る
の
？　

何
次

面
接
ま
で
言
っ
た
の
？
と

詮
索
さ
れ
る
と
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
が

相
談
し
て
き
た
と
き
だ
け
、

乗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

原
﨑　

私
も
親
が
干
渉
し

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
よ

か
っ
た
で
す
。

蓑
輪　

今
ま
で
私
の
や
り

方
に
口
を
出
さ
な
か
っ
た
父
が
、

父
の
知
人
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に

行
く
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
後
押
し
が

う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

今
日
面
接
な
ん
だ
と
言
っ
た
ら
、

机
に
千
円
置
い
て
あ
っ
た
こ
と
。

就
活
は
交
通
費
が
か
か
る
の
で

助
か
り
ま
し
た
。

黒
田　

就
活
は
と
て
も
不
安
な

も
の
。
大
学
ま
で
出
し
て
も

ら
っ
た
の
に
就
職
で
き
な
か
っ

た
ら
と
思
う
と
…
。
あ
る
と
き
、

母
か
ら
「
も
し
決
ま
ら
な
か
っ

た
ら
百
万
円
渡
す
か
ら
海
外
へ

行
っ
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
て
、

安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ス
ー

ツ
は
い
い
も
の
を
買
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
私
は
量
販
店
で

買
っ
た
ス
ー
ツ
が
体
に
合
わ
ず
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
方
に

指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
身
だ
し
な
み
は
大
切
で
す
。

山
崎　

就
職
に
関
す
る
記
事
が

載
っ
て
い
る
新
聞
が
テ
ー
ブ
ル

に
置
い
て
あ
っ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
就
活
を
通
し
て

父
と
母
を
一
人
の
社
会
人
と
し

て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
身
近
な
社
会
人
と
し
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
玉　

自
由
に
企
業
を
選
ば
せ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
自
分
が
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卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に卒業生全
員に記念として教育後援会から卒業アルバ
ムが送付贈呈されます。返品を少なくする
ため下記の項目をご確認ください。

　①アルバム送料は着払い（個人負担）に
　　なります。
　②お手元に届くのは12月から翌年１月

を予定しております。
　③住所を変更した場合は必ず学生支援課

に届出を行ってください。
　④アルバムの発送は、国内限定のため、

留学生は国内で受け取ることが可能
な住所・友人等を届出ください。（個
人写真の撮影時に受付）

　

部
長
の
伊
藤
諒
さ
ん
（
経

済
学
科
３
年
）
に
登
山
と
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
違
い
に

つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、「
今

の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
、

あ
ま
り
山
に
は
登
ら
な
い
ん
で

す
よ
」
と
の
答
え
。
現
在
１
年

生
と
３
年
生
を
中
心
に
約
10
人

で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
を
中
心

に
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
経
験
が
あ
る
伊
藤
さ

ん
は
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入
部
。

部
員
に
は
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
イ
ン
ド
ア
な
趣
味
を
持
つ
人

も
い
て
、
自
身
も
ゲ
ー
ム
好
き

と
い
う
伊
藤
さ
ん
は
、
す
ぐ
に

仲
間
と
は
打
ち
解
け
た
と
い
う
。

「
部
長
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
、

自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い

こ
と
や
、
人
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い

く
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
」

と
伊
藤
さ
ん
。「
今
後
は
み
ん

な
の
や
り
た
い
こ
と
を
聞
い
て
、

上
か
ら
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
が
提
案
し
て
い
け

る
部
活
に
し
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

入
部
は
い
つ
で
も
大
歓
迎

で
、「
毎
週
火
曜
日
の
昼
休
み

に
２
３
０
５
教
室
で
行
っ
て
い

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
来
て
ほ
し

い
」
と
の
こ
と
だ
。

明
海
大
学
の課

外
活
動
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編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
規
模
な
液
状

化
現
象
で
被
害
が
発
生
し
、
大

学
の
「
学
位
記
授
与
式
」
と
教

育
後
援
会
の
「
学
生
表
彰
式
」

の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
代
替

え
行
事
に
て
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

の
構
内
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
様

子
を
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
」

と
し
て
編
集
委
員
が
取
材
し
、

レ
ポ
ー
ト
を
今
号
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
教
育
後
援
会
の
事

業
計
画
も
決
ま
り
、
６
月
の
関

東
地
区
教
育
懇
談
会
や
７
月
の

関
東
地
区
就
職
懇
談
会
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
事
業
実
施
状
況
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
に

お
ら
れ
る
保
護
者
の
皆
様
や
大

学
の
教
職
員
の
方
々
と
連
携
・

協
力
し
て
明
海
大
学
の
魅
力
を

更
に
向
上
し
、
学
生
た
ち
が
快

適
に
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生

活
や
就
職
活
動
等
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
よ
り
有
意
義

な
教
育
後
援
会
に
い
た
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
内
容
は
、
左
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長
　
藤
井
慶
三
）

　

大
学
創
立
当
時
か
ら
活
動
を

続
け
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク

ル
「
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

に
は
約
50
人
の
学
生
が
参
加
し

て
お
り
、
男
女
の
割
合
は
６
対

　

練
習
は
火
曜
と
土
曜
の
週
２

回
、
大
学
の
体
育
館
で
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
大
会
前
に
は

有
志
が
大
学
周
辺
の
体
育
館
を

借
り
て
練
習
す
る
。
そ
の
熱
心

さ
で
浦
安
市
内
の
大
会
で
は
女

子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
す
る
な
ど

の
結
果
を
残
し
て
い
る
。

　

真
剣
な
表
情
で
練
習
に
励
む

様
子
は
同
好
会
と
は
思
え
な
い

雰
囲
気
。
そ
の
一
方
で
、
み
ん

な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ボ
ウ
リ

ン
グ
な
ど
、
練
習
以
外
の
交
流

も
盛
ん
。
粂
川
さ
ん
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
の
仲
間
と
旅
行
に
も

行
き
、
部
活
以
外
の
大
学
生
活

も
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

　

今
後
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｆ
（
関
東
大

学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
連

盟
）
の
大
会
や
浦
安
市
の
大
会

に
出
場
し
て
い
く
の
を
目
標
と

し
、「
み
ん
な
で
楽
し
く
仲
良

く
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

練習も遊びも一生懸命
バドミントンサークル WEDNESDAY

４
だ
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
者

だ
け
で
な
く
、
初
心
者
も
い
て
、

部
長
の
粂
川
季
之
さ
ん
（
経
済

学
科
３
年
）
も
大
学
か
ら
始
め

た
そ
う
だ
。

　

一
昨
年
の
夏
か
ら
本
格
始
動

し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
Ｆ
．

Ｃ
．
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
（
グ
ラ
ン

デ
）。
高
校
か
ら
の
経
験
者
も

い
る
が
、
大
学
か
ら
始
め
た
人

や
サ
ッ
カ
ー
か
ら
の
転
向
組
も

多
く
、
代
表
の
石
原
信
宏
さ
ん

（
日
本
語
学
科
３
年
）
も
転
向

組
の
一
人
だ
。

　

地
元
の
プ
ロ
チ
ー
ム
「
バ
ル

ド
ラ
ー
ル
浦
安
」
の
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
と
練
習
試
合
を
す
る
こ

と
が
あ
る
ほ
か
、
バ
ル
ド
ラ
ー

ル
の
試
合
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、

競
技
だ
け
で
な
く
、
社
会
勉
強

も
で
き
る
環
境
が
あ
る
。

　

取
材
日
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験

の
前
だ
っ
た
た
め
、
英
米
語
学

科
と
Ｈ
Ｔ
学
科
の
学
生
か
ら

「
試
験
勉
強
で
練
習
に
行
か
れ

な
い
」
と
の
連
絡
が
。
フ
ッ
ト

サ
ル
だ
け
で
な
く
、
勉
学
も
怠

ら
な
い
「
文
武
両
道
」
の
チ
ー

ム
だ
。

　

震
災
の
影
響
で
、
普
段
練
習

し
て
い
た
市
内
の
球
技
場
が
使

え
な
く
な
り
、
大
学
の
体
育
館

の
空
き
時
間
を
探
し
て
の
練
習

が
続
く
。

　

そ
ん
な
逆
境
の
な
か
石
原
さ

ん
は
、「
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
で

一
番
強
い
サ
ー
ク
ル
に
な
り
た

い
」と
語
る
。「
そ
れ
に
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
な
に
よ
り
必
要
。

お
互
い
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら

強
く
な
っ
て
い
き
た
い
」。

　

入
部
は
い
つ
で
も
歓
迎
。
現

在
女
子
部
員
が
少
な
い
の
で
、

「
興
味
の
あ
る
女
子
は
、
ぜ
ひ

友
だ
ち
を
誘
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

部長の伊藤さん

部員一人ひとりが
提案して作っていく部活

ワンダーフォーゲル部

突 撃
訪 問

代表の石原さん


